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本書は、CASH RADAR PB システム「マイナンバー」と NTT データ社「達人シリーズ」とのデータ連動に 

かかる操作手順となります。 
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１，マイナンバーの「達人連動」概要 

＜マイナンバー連動に必要なシステム＞ 

 

年調・法定調書の達人 

年末調整 

［従業員］［自社］ 

・給与年末調整データ 

・マイナンバー情報 

支払調書 

［受給者］［自社］ 

・マイナンバー情報 

ＰＢシステムのデータを【年調・法定調書の達人】に連動し

て源泉徴収票および支払調書を作成する。 

個人番号の連動方法は主に以下の 2 パターン。（個人番

号のみ、年調データのみの連動も可能） 

 年調・法定調書の達人へダイレクトに連動する 

 データ管理の達人を経由して連動する 

給 与 

マイナンバー 

データ管理の達人 

年調・法定調書の達人

(達人 Cube)

－連動対象－ 

・支払者（自社） 

・支払を受ける者（従業員） 

・支払を受ける者（受給者） 

 

個人番号ファイルは、システム間で 

1 対 1 の暗号化処理が行われます。 

●●● 「ＰＢシステムから達人へ」（P4） 

年調・法定調書の達人 

●●● 「達人からＰＢシステムへ」（P6） 

データ管理の達人 

［従業員］［受給者］ 

・マイナンバー情報 

マイナンバー 

達人側に登録されている従業員・受給者データをＰＢシス

テムに連動し、情報を同期する。 
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１，マイナンバーの「達人連動」概要 

自社（法人）マイナンバーデータの連動 

自社（個人事業者）マイナンバーデータの連動 

PB システム 

［達人連動］ 
年調・法定調書の達人 データ管理の達人 

（P8） （P10） （P11） 

データ管理の達人を使用しない場合の運用。年調・法定調書の達人に名称などの自社情報が登録され

ている必要あり。 

PB システム 

［達人連動］ 

（P8,13） 

年調・法定調書の達人 データ管理の達人 

（P16） （P18） 

PB システム 

［達人連動］ 

（P8,13） 

年調・法定調書の達人

（P14） 

データ管理の達人を使用していない場合は連動不可。（年調・法定調書の達人で直接入力） 

年調・法定調書の達人に名称などの自社情報が登録されている必要あり。（データ管理の達人からは個

人番号のみ連動） 

従業員マイナンバーデータ ＋ 年末調整データの連動 

PB システム 

［達人連動］ 

（P8） 

年調・法定調書の達人

（P20） 

ＰＢシステム給与の年末調整データに併せてマイナンバー（個人番号）を含む従業員データを連動。個人

番号を含めずに連動する運用も可能。 

１ ＰＢシステムから達人へ 

年末調整 支払調書 

年末調整 
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従業員マイナンバーデータの連動 

PB システム 

［受給者一覧］ 

PB システム 

［個人番号一覧］ 
年調・法定調書の達人

（P23） （P22） 

すでに年調・法定調書の達人に従業員データがあり、個人番号だけを連動させる場合の運用。 

PB システム 

［個人番号一覧］ 
年調・法定調書の達人 データ管理の達人 

（P22） （P23） （P23） 

１，マイナンバーの「達人連動」概要 

支払調書 

受給者（法人）マイナンバーデータの連動 

受給者（個人事業者）マイナンバーデータの連動 

（P25） 

年調・法定調書の達人

（P27） 

データ管理の達人は非対応 

PB システム 

［受給者一覧］ 

（P25,29） 

年調・法定調書の達人

（P30） 

データ管理の達人を使用しない場合の運用。年調・法定調書の達人に氏名などの受給者情報が登録さ

れている必要あり。 

PB システム 

［受給者一覧］ 
年調・法定調書の達人 データ管理の達人 

データ管理の達人からは氏名などの受給者情報も連動。（個人番号のみの連動も可能） 

（P25,29） （P32） （P34） 
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１，マイナンバーの「達人連動」概要 

２ 達人からＰＢシステムへ 

従業員マイナンバーデータの連動 

年調・法定調書の達人 

（P37） 

PB システム 

［個人番号一覧］ 

（P44） 

PB システムに存在しない社員データの新規作成も可能。 

データ管理の達人 
PB システム 

［個人番号一覧］ 

（P44） （P43） 

従業員データをデータ管理の達人にも登録している場合の運用。PB システムに存在しない社員データの

新規作成も可能。 

なお、年調・法定調書の達人からデータ管理の達人への連動も可能。 

受給者（法人）マイナンバーデータの連動 

年調・法定調書の達人 

（P39） 

PB システム 

［受給者一覧］ 

（P46） 

受給者（個人事業者）マイナンバーデータの連動 

年調・法定調書の達人 

（P41） 

PB システム 

［受給者一覧］ 

（P46） 

PB システムに存在しない受給者データの新規作成も可能。 

データ管理の達人 
PB システム 

［受給者一覧］ 

（P46） （P43） 

受給者データをデータ管理の達人にも登録している場合の運用。PB システムに存在しない受給者データ

の新規作成も可能。 
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＜メンテナンス＞

ス会社情報設定 

＜マイナンバー＞

基本設定 

＜マイナンバー＞

個人番号一覧 

＜給与＞ 

社員情報設定 

自社のマイナンバー（法人番号 or 個人番号） 

支払者（自社） 

源泉徴収簿入力 

１ 事前の登録・確認事項 

２，〔年末調整〕 達人連動用ファイル作成 

支払を受ける者（従業員） 

 
達人シリーズへの連動ファイル作成は、PB システム上の全社員について〔年末調整〕が完了してい

る事が条件になります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

年末調整＝『未』の社員が存在しない事を確認して下さい。 

年末調整の完了確認 

名称・住所等の自社情報 

従業員およびその配偶者・扶養親族の個人番号 

氏名・住所等の従業員情報、および支給額や控除額・税額等の年末調

整各種データ 

年調明細一覧 
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① 法定調書合計表 従業員の年末調整データを連動する場合にチェックします。 

② 個人番号の出力 従業員の個人番号を連動する場合は「する」をチェックします。

③ 支払者法人・個人番号 支払者のマイナンバー情報を連動する場合にチェックします。 

④ 
連動ファイルのパスワ

ード 

連動ファイルに個人番号が含まれる場合に登録が必要です。 

パスワードは、達人側での「インポート」作業で使用します。 

 

２ 達人連動用ファイルの作成 

２，〔年末調整〕 達人連動用ファイル作成 

① 

② 

③ 

④ 

各項目を設定し［F2 実行］をクリックすると連動ファイルが作成されます。 

 
 

 
 
 
 
 

達人連動メニューの起動 

 

PB システム画面上部［業務（G）］から［給

与（K)］-［達人連動］の順にクリックして起

動します。 
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インポート

手順 

P20 

（ファイル名）会社コード_会社名_法定調書合計表 （拡張子）.xml.tze 

 
 

 

インポート

手順 

P20 
※「あり」と同じ

（ファイル名）会社コード_会社名_法定調書合計表 （拡張子）.xml 

 
 

 
インポート

手順 

P10 

（ファイル名）会社コード_会社名_支払者番号 （拡張子）.csv 

 
 

 
インポート

手順 

P13 

（ファイル名）会社コード_会社名_支払者番号 （拡張子）.csv.tze 

 

３ 達人連動用ファイルの種類 

２，〔年末調整〕 達人連動用ファイル作成 

連動用ファイルは、従業員（法定調書合計表）と支払者（支払者法人・個人番号）の 2種類が

作成されます。また、個人番号の有無によりファイル形式が異なります。 

従業員（個人番号あり） 

従業員（個人番号なし） 

支払者（法人）

支払者（個人事業者） 

 
個人番号が含まれるファイル（従業員/個人番号あり、支払者/個人事業者）は暗号化されます。 

この暗号化された連動ファイル（拡張子.tze）は達人シリーズ以外で復号できません。 

暗号化ファイル「.tze」 
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(1)  ＜データ管理の達人＞ 

画面左［センター］-［事業者データ

ベース］の順に選択し、事業者デー

タベース画面下の「インポート」を

クリックします。 

 

 

(2)  ［CSV ファイル］を選択し「選択」

をクリックします。 

(3)  事業者の選択ダイアログ上部の［参

照］ボタンから、PB システムで作成

した CSV ファイルを選択し、［開く］

をクリックします。 

 

 
 
 

１ 支払者（法人）データの連動 

３，〔年末調整〕 達人へのデータインポート 
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(4)  表示される支払者を選択し、インポ

ートを実行します。 

 

 

【データ管理の達人】への法人データのイン

ポートはこれで完了です。 

この後【年調・法定調書の達人】へ達人メ

ニュー間で連動を行います。 

(5)  ＜年調・法定調書の達人＞ 

達人 Cube にログインした状態で、 

業務メニュー［基本情報の登録］を

クリックします。 

 

 

年調・法定調書の達人を新規で利用する

会社の場合は、画面左上の［新規作成］を

選択します。 

(6)  基本情報タブ「顧問先コード」欄の

［事業者一覧］ボタンをクリックし

ます。 

 

 

 
 
 
 

３，〔年末調整〕 達人へのデータインポート 
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(7)  事業者一覧ウインドウから連動させ

たい会社データを選択し［確定］を

クリックします。 

 

 

 

データ管理の達人「事業者データベース」に

登録されている会社が一覧表示されます。

(8)  マイナンバー（＝法人番号）は、申

告情報タブで確認ができます。 

その他、必要に応じて各種情報を登

録します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３，〔年末調整〕 達人へのデータインポート 
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２ 支払者（個人事業者）データの連動 

３，〔年末調整〕 達人へのデータインポート 

 

支払者が個人事業者である場合は２つの連動方法を選択できます。お客様のデータ管理方法に沿っ

て下記いずれかの方法で作業を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連動方法は２パターン 

達人連動（給与） 年調・法定調書の達人

パターン①「年調・法定調書の達人」へダイレクトに連動 

ＰＢシステムで作成した「.tze ファイル」を年調・法定調書の達人へ直接連動することができます。 

あらかじめ支払者が登録されており、ＰＢシステムと年調・法定調書の達人の間で、支払者の［コード］と［名称］が

一致している事が条件となります。 

Ａ

Ａ 

Ｂ 

Ｂ

ＡとＢの文字列がいずれも合致してい

ればダイレクトに連動が可能。 

※屋号と氏名や姓と名の間にあるスペースは

考慮しない。 

データ管理の達人 達人連動（給与） 年調・法定調書の達人

パターン②「データ管理の達人」を経由して連動 

「.tze」ファイルをデータ管理の達人へインポートした上で、年調・法定調書の達人に反映させます。 

なおこの場合、達人 Cube にログインしている必要があります。 



- 14 - 

 
 
 
 
 

(1)  ＜年調・法定調書の達人＞ 

業務メニュー「データのインポート」

をクリックします。 

 

(2)  「個人番号データのインポート」を

選択して［確定］をクリックします。

(3)  「個人番号ファイル（CSV ファイ

ル）」を選択して［確定］をクリック

します。 

 
 
 

３ 支払者（個人事業者）データの連動 ※ダイレクト方式 

３，〔年末調整〕 達人へのデータインポート 
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(4)  PB システムで作成した「.tze」ファ

イルを選択し、PB システムで設定し

たパスワードを入力します。 

 

(5)  ［確定］をクリックして、インポー

トを実行します。 

(6)  申告情報タブでマイナンバー（＝個

人番号）を確認し、必要に応じてそ

の他情報を登録します。 

 
 
 
 

３，〔年末調整〕 達人へのデータインポート 



- 16 - 

 
 
 
 
 

(1)  ＜データ管理の達人＞ 

画面左［センター］-［個人番号収集

データベース］の順に選択し、画面

下の「新規作成」をクリックします。

 

 

作業は初回のみとなります。来年以降、一

連の作業は不要です。 

(2)  各項目を入力し、当該支払者の個人

番号収集データベースを作成しま

す。 

(3)  作成した個人番号データベースをダ

ブルクリックします。 

 

 
 
 

４ 支払者（個人事業者）データの連動 ※データ管理の達人経由 

３，〔年末調整〕 達人へのデータインポート 
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(4)  画面左［収集対象者］を選択し、画

面下の「インポート」をクリックし

ます。 

(5)  ［CSV ファイル（暗号化）］を選択

し「選択」をクリックします。 

(6)  事業者の選択ダイアログ上部の［参

照］ボタンから、PB システムで作成

した拡張子 TZE のファイルを選択

し、［開く］をクリックします。 

 

 
 
 
 

３，〔年末調整〕 達人へのデータインポート 
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(7)  PB システムで設定した任意のパス

ワードを入力し、［OK］をクリックし

ます。 

(8)  表示される支払者を選択し、インポ

ートを実行します。 

 

 

【データ管理の達人】への個人事業者デー

タのインポートはこれで完了です。 

この後【年調・法定調書の達人】へ達人メ

ニュー間で連動を行います。 

(9)  ＜年調・法定調書の達人＞ 

達人 Cube にログインした状態で、 

業務メニュー［基本情報の登録］を

クリックします。 

 

 

年調・法定調書の達人を新規で利用する

会社の場合は、画面左上の［新規作成］を

選択します。 

 
 
 
 

３，〔年末調整〕 達人へのデータインポート 
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(10)  申告情報タブ「個人番号」欄の［参

照］ボタンをクリックします。 

 

 

基本情報タブで名称などをあらかじめ設定

しておく必要があります。 

データ管理の達人［事業者データベース］に

登録をしている場合は、基本情報タブ［事

業者一覧］から取り込んでおいて下さい。 

(11)  個人番号保有者一覧ウインドウ［参

照］から連動させたいデータベース

を選択し、事業者を選択した状態で

［確定］をクリックします。 

 

 

(12)  マイナンバー（＝個人番号）を確認

し、必要に応じてその他情報を登録

します。 

 
 
 
 

３，〔年末調整〕 達人へのデータインポート 
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(1)  ＜年調・法定調書の達人＞ 

業務メニュー「データのインポート」

をクリックします。 

 

(2)  「中間ファイル（給与用）からのイ

ンポート」を選択して［確定］をク

リックします。 

(3)  PB システムで作成した法定調書合

計表の連動ファイル（.tze あるい

は.xml）を選択し［開く］をクリッ

クします。 

 
 
 

５ 従業員年末調整データの連動 

３，〔年末調整〕 達人へのデータインポート 
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(4)  個人番号が含まれている場合（.tze

ファイルの場合）はパスワードを求

められますので、PB システムで設定

した任意のパスワードを入力しま

す。 

 

(5)  各種条件を確認/設定しして［実行］

をクリックします。 

(6)  「給与所得の源泉徴収票等の作成」

で、インポートされた年末調整情報

の確認、修正を行います。 

 
 
 
 

３，〔年末調整〕 達人へのデータインポート 
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(1)  ＜PB システム［個人番号一覧］＞ 

個人番号一覧の画面左上［ファイル

（F)］-［エクスポート］の順にクリ

ックします。 

 

(2)  ファイルの種類を「達人連動ファイ

ル」と設定し、任意のパスワードを

設定して［F2OK］をクリックします。

 
 
 

 
（ファイル名） 

会社コード_会社名_個人番号ファイル（個人番号一覧） 
（拡張子）.csv.tze 

 ファイルは暗号化されており、達人シリーズでのみ復号が可能です。 

 
 

４，〔年末調整〕 従業員の個人番号のみインポート 

作成されるファイル 

１ 連動用ファイル作成 

既に達人側に年調データが登録されていて、後追いで個人番号だけをインポートしたい場合などに

は、ＰＢシステムのマイナンバー「個人番号一覧」のエクスポートファイルを活用することが可能

です。 
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連動方法は２パターン 

個人番号一覧 年調・法定調書の達人

パターン①「年調・法定調書の達人」へダイレクトに連動 

個人番号一覧で作成した「.tze ファイル」を年調・法定調書の達人へ直接連動することができます。 

ＰＢシステムと年調・法定調書の達人の間で、従業員の［コード］［氏名］［生年月日］が一致している事が条件と

なります。 

 

Ａ.Ｂ.Ｃいずれも合致していればダ

イレクトに連動が可能。 

※姓と名の間にあるスペースは考慮しない。

データ管理の達人 個人番号一覧 年調・法定調書の達人

パターン②「データ管理の達人」を経由して連動 

「.tze」ファイルをデータ管理の達人へインポートした上で、年調・法定調書の達人に反映させます。 

なおこの場合、達人 Cube にログインしている必要があります。 

４，〔年末調整〕 従業員の個人番号のみインポート 

２ 達人へインポート 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ

Ａ

 手順は［３，〔年末調整〕 達人へのデータインポート/③支払者（個人事業者）データの連動 ※ダイ

レクト方式］に準じていますので、本書 P14 をご参考にして下さい。 

 手順は［３，〔年末調整〕 達人へのデータインポート/③支払者（個人事業者）データの連動 ※デー

タ管理の達人経由］に準じていますので、本書 P16 をご参考にして下さい。 

Ｃ 

Ｃ 
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① 受給者コード すでに年調・法定調書の達人に会社データがある場合は、達人と

同じ内容を登録します。 

※受給者名について、姓と名前の間などにあるスペースは考慮さ

れません。 

② 区分 

③ 受給者名 

④ 支払調書区分 
区分が「法人」の場合は必須です。（未設定でも登録は可能ですが、

達人連動用ファイルは作成されません） 

 
 
 

５，〔支払調書〕 達人連動用ファイル作成 

１ 事前の登録・確認事項 

＜マイナンバー＞

受給者一覧 

支払を受ける者（受給者） 

支払調書「支払を受ける者」の法人・個人番号や住所等 

① ③ ④ ② 
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(1)  ＜PB システム［受給者一覧］＞ 

受給者一覧の画面左上［ファイル

（F)］-［エクスポート］の順にクリ

ックします。 

 

(2)  ファイルの種類を「達人連動ファイ

ル」し、対象となるファイルを選択

して［F2OK］をクリックします。 

 

 

受給者に個人事業者が含まれる場合は、

任意のパスワードを設定します。 

 

 

(3)  連動用ファイルの保存先を指定し、

［OK］をクリックします。 

 
 
 

５，〔支払調書〕 達人連動用ファイル作成 

２ 達人連動用ファイルの作成 
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インポート

手順 

P29 （ファイル名） 

会社コード_会社名_個人番号ファイル(受給者一覧) 
（拡張子）.csv.tze 

 
 

 
インポート

手順 

P27 （ファイル名） 

会社コード_会社名_法人番号ファイル(支払調書区分名) 
（拡張子）.csv 

   支払調書区分が複数ある場合は、その区分ごとに CSV ファイルが作成されます。 

   なお、個人事業者については、支払調書区分を問わず１つのファイルに全受給者が出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５，〔支払調書〕 達人連動用ファイル作成 

３ 達人連動用ファイルの種類 

連動用ファイルは、個人事業者用と支払調書区分別に法人用が作成されます。 

個人事業者 

法人 

 
個人事業者用ファイルは暗号化されます。この暗号化された連動ファイル（拡張子.tze）は達人シ

リーズ以外で復号できません。 

暗号化ファイル「.tze」 
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(1)  ＜年調・法定調書の達人＞ 

業務メニュー「データのインポート」

をクリックします。 

 

 

(2)  ［支払調書データのインポート］を

選択し「確定」をクリックします。

(3)  対象とする支払調書区分を選択し

「確定」をクリックします。 

 

 

一度に複数の区分を選択・インポートする

ことはできません。 

 

 

 

 

 

６，〔支払調書〕 達人へのデータインポート 

１ 受給者（法人）データの連動 
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(4)  PBシステムで作成したCSVファイル

を選択し［開く］をクリックします。

(5)  インポート方法など内容を確認し

［実行］をクリックします。 

(6)  各払調書メニューで、連動された内

容を確認します。 

 

 

 
 

６，〔支払調書〕 達人へのデータインポート 
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   ↑達人の支払調書「支払を受ける者」欄をダブルクリックして表示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６，〔支払調書〕 達人へのデータインポート 

２ 受給者（個人事業者）データの連動 

 

受給者が個人事業者である場合は２つの連動方法を選択できます。お客様のデータ管理方法に沿

って下記いずれかの方法で作業を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

連動方法は２パターン 

達人連動（給与） 年調・法定調書の達人

パターン①「年調・法定調書の達人」へダイレクトに連動 

ＰＢシステムで作成した「.tze ファイル」を年調・法定調書の達人へ直接連動することができます。 

あらかじめ個人事業者の受給者（支払調書）が登録されており、ＰＢシステムと年調・法定調書の達人の間で、 

受給者の［コード］と［名称］が一致している事が条件となります。 

データ管理の達人 達人連動（給与） 年調・法定調書の達人

パターン②「データ管理の達人」を経由して連動 

「.tze」ファイルをデータ管理の達人へインポートした上で、年調・法定調書の達人に反映させます。 

なおこの場合、達人 Cube にログインしている必要があります。 

ＡとＢの文字列がいずれも合致してい

ればダイレクトに連動が可能。 

※屋号と氏名や姓と名の間にあるスペースは

考慮しない。 

Ａ 

Ｂ 

Ａ 

Ｂ 



- 30 - 

 
 
 
 
 

(1)  ＜年調・法定調書の達人＞ 

業務メニュー「データのインポート」

をクリックします。 

 

(2)  「個人番号データのインポート」を

選択して［確定］をクリックします。

(3)  「個人番号ファイル（CSV ファイ

ル）」を選択して［確定］をクリック

します。 

 
 

 

３ 受給者（個人事業者）データの連動 ※ダイレクト方式 

６，〔支払調書〕 達人へのデータインポート 
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(4)  PB システムで作成した「.tze」ファ

イルを選択し、PB システムで設定し

たパスワードを入力します。 

 

(5)  ［確定］をクリックして、インポー

トを実行します。 

(6)  受給者のコードと名称が合致した支

払調書に個人番号が連動しますの

で、必要に応じてその他項目を入力

します。 

 

 

達人側に合致するコードと名称が存在しな

い場合は、支払調書の新規作成および上

書きはされません。 

 

 

 
 

６，〔支払調書〕 達人へのデータインポート 
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(1)  ＜データ管理の達人＞ 

画面左［センター］-［個人番号収集

データベース］の順に選択し、画面

下の「新規作成」をクリックします。

 

 

すでにデータベースが作成されている場合は

(3)へ進んで下さい。 

(2)  各項目を入力し、当該支払者の個人

番号収集データベースを作成しま

す。 

(3)  作成した個人番号データベースをダ

ブルクリックします。 

 

 
 
 

４ 受給者（個人事業者）データの連動 ※データ管理の達人経由 

６，〔支払調書〕 達人へのデータインポート 



- 33 - 

 
 
 
 

(4)  画面左［収集対象者］を選択し、画

面下の「インポート」をクリックし

ます。 

 

 

従業員など、データベース内に他の個人番

号情報が登録されている状態でもインポー

トして問題ありません。 

 

 

(5)  ［CSV ファイル（暗号化）］を選択

し「選択」をクリックします。 

(6)  選択ダイアログ上部の［参照］ボタ

ンから、PB システムで作成した拡張

子 TZE のファイルを選択し、［開く］

をクリックします。 

 

 
 
 
 

６，〔支払調書〕 達人へのデータインポート 
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(7)  PB システムで設定した任意のパス

ワードを入力し、［OK］をクリックし

ます。 

(8)  対象とする受給者を選択し、インポ

ートを実行します。 

 

 

 

【データ管理の達人】への個人事業者デー

タのインポートはこれで完了です。 

この後【年調・法定調書の達人】へ達人メ

ニュー間で連動を行います。 

(9)  ＜年調・法定調書の達人＞ 

達人 Cube にログインした状態で、 

業務メニューの各種支払調書メニュ

ーをクリックします。 

 

 
 
 
 

６，〔支払調書〕 達人へのデータインポート 
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(10)  「支払を受ける者」欄をダブルクリ

ックし、受給者の登録ダイアログを

開きます。 

 

(11)  個人番号欄の［参照］をクリックし

ます。 

 

 

(12)  収集目的欄の［参照］をクリックし、

データ管理の達人で作成された「個

人番号収集データベース」を選択し

ます。 

 
 
 

 

６，〔支払調書〕 達人へのデータインポート 
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(13)  支払調書を作成する受給者を選択し

て［確定］をクリックします。 

 

 

 

個人種別欄を「すべて」とすると、支払調書

区分を問わずに受給者および従業員が表

示されます。 

(14)  連動された情報を確認、調整し［確

定］をクリックします。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

６，〔支払調書〕 達人へのデータインポート 

 
本書では、主にＰＢシステムからの新規データ連動の手順を掲載しております。 

「データ管理の達人」をベースにした達人シリーズ間の個人番号連動方法はこの他にもございます

ので、オンラインマニュアルやヘルプファイルをご参照下さい。 

達人シリーズ内のデータ連動 
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(1)  ＜年調・法定調書の達人＞ 

業務メニュー［データのエクスポー

ト］をクリックします。 

 

 

 

達人側の「社員コード」が６桁以内である

従業員がＰＢシステムへの連動対象となり

ます。 

 

(2)  エクスポートの種類［個人番号デー

タのエクスポート］を選択し、「確定」

をクリックします。 

 

(3)  対象［個人番号ファイル（CSV ファイ

ル）］を選択し、「確定」をクリック

します。 

 

 

 

 

７，【達人→ＰＢシステム】連動用ファイルの作成 

１ 〔従業員〕連動用ファイルの作成 
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(4)  PB システムへ連動する社員を選択

します。 

個人番号を出力する場合は任意のパ

スワードを設定し［確定］をクリッ

クします。 

 

 

支払調書の受給者も同画面に表示されま

すが選択はしないで下さい。 

(5)  保存先のフォルダを選択し、保存を

クリックします。 

 

 

 
 
 

インポート

手順 

P44 （ファイル名） 

個人番号データ＋顧問先コード、顧問先名 
（拡張子）.csv.tze 

                  ※個人番号を出力しない場合は拡張子が「.csv」となります。 

 

 

 

 

 

 

７，【達人→ＰＢシステム】連動用ファイルの作成 

作成されるファイル 
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(1)  ＜年調・法定調書の達人＞ 

業務メニュー［データのエクスポー

ト］をクリックします。 

 

 

 

達人側の「コード」が６桁以内である法人が

ＰＢシステムへの連動対象となります。 

 

(2)  エクスポートの種類［支払調書デー

タのエクスポート］を選択し、「確定」

をクリックします。 

 

(3)  対象とする受給者が登録されている

支払調書を選択し「確定」をクリッ

クします。 

 

 

複数の支払調書を選択することはできませ

ん。 

また、出力の対象/対象外を設定すること

はできません。 

 

 

 

７，【達人→ＰＢシステム】連動用ファイルの作成 

２ 〔受給者・法人〕連動用ファイルの作成 
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(4)  保存先のフォルダを選択し、保存を

クリックします。 

 
 

 
インポート

手順 

P46 （ファイル名） 

支払調書名＋顧問先コード、顧問先名 
（拡張子）.csv 

  ※法人データ、個人事業者データが包括して出力されます。この場合、個人事業者に登録されて 

いる個人番号は出力されません。 

    

 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

７，【達人→ＰＢシステム】連動用ファイルの作成 

作成されるファイル 

 
 

ＰＢシステム 達人 
 

ＰＢシステムと達人シリーズでは桁

数などの仕様が異なりますので、相互

連動の際は注意が必要です。 

6 桁 1 桁から 10 桁 

自動ゼロ埋めあり 

「1」は「000001」 

自動ゼロ埋めなし 

「1」は「1」 

   
  ＜注意点＞ 

   データの相互連動を行う場合は、達人側の従業員・受給者コードをＰＢシステムのコードに合わせ 

ておく。 

・7桁以上のコードは 6桁に修正 

・5桁以下のコードは 6桁になるよう左先頭からゼロを追加 

従業員・受給者の「コード」について 
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(1)  ＜年調・法定調書の達人＞ 

業務メニュー［データのエクスポー

ト］をクリックします。 

 

 

 

達人側の「コード」が６桁以内である個人

事業者がＰＢシステムへの連動対象となり

ます。 

 

 

(2)  エクスポートの種類［個人番号デー

タのエクスポート］を選択し、「確定」

をクリックします。 

 

(3)  対象［個人番号ファイル（CSV ファイ

ル）］を選択し、「確定」をクリック

します。 

 

 

 

 

７，【達人→ＰＢシステム】連動用ファイルの作成 

３ 〔受給者・個人事業者〕連動用ファイルの作成 
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(4)  PB システムへ連動する社員を選択

します。 

個人番号を出力する場合は任意のパ

スワードを設定し［確定］をクリッ

クします。 

 

 

従業員も同画面に表示されますが選択は

しないで下さい。 

(5)  保存先のフォルダを選択し、保存を

クリックします。 

 
 
 

インポート

手順 

P46 （ファイル名） 

個人番号データ＋顧問先コード、顧問先名 
（拡張子）.csv.tze 

                  ※個人番号を出力しない場合は拡張子が「.csv」となります。 

 

 

 

 

 

 

７，【達人→ＰＢシステム】連動用ファイルの作成 

作成されるファイル 
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インポート

手順 

P44or46 

（ファイル名）データベース名_ファイル作成日付 （拡張子）.csv.tze 

         

 

 

 

 

７，【達人→ＰＢシステム】連動用ファイルの作成 

４ 「データ管理の達人」からのファイル作成 

作成されるファイル 

従業員および個人事業者の受給者については、データ管理の達人［個人番号収集データベース］か

らも連動ファイルを作成することができます。 

登録されているデータが一括でエクスポートされますので、従業員と受給者を同一のデータベース

に登録している場合は、年調・法定調書の達人からのファイル作成を行って下さい。 
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(1)  ＜個人番号一覧＞ 

画面左上［ファイル(F)］をクリック

し「インポート」を選択します。 

 

(2)  インポートするファイル＝「達人連

動ファイル」を選択して［参照］を

クリックします。 

(3)  「達人」で作成した個人番号データ

ファイルを選択して、［開く］をクリ

ックします。 

 

 

 

 

８，【達人→ＰＢシステム】データのインポート 

１ 〔従業員〕のインポート
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(4)  「達人」でのファイル作成時にパス

ワードを設定している場合は、パス

ワードを入力し、[F2OK]をクリック

します。 

 

 

 

 

(5)  「登録しました」に対し［OK］をク

リックします。 

エラー等があった場合は「処理結果」

欄に詳細情報が記載されます。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８，【達人→ＰＢシステム】データのインポート 

 

 

 

 

 

達人ファイルと PB システム社員情報の間で社員番号に相違がある場合などは、同一社員であって

も新規社員とみなされインポートされますのでご注意下さい。 

達人ファイル 

→ 
PB システム社員情報  

←PBS にすでに登録されているデータ 

←達人ファイルにより新規作成されたデータ 

9001：山田 花子 1001：山田 花子 

 9001：山田 花子  

社員データ重複の注意 

達人ファイルにのみ存在する社員データがＰＢシス

テム［給与］の社員情報に新規登録されます。 
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(1)  ＜受給者一覧＞ 

画面左上［ファイル(F)］をクリック

し「インポート」を選択します。 

(2)  インポートするファイル＝「達人連

動ファイル」を選択して［参照］を

クリックします。 

 

(3)  「達人」で作成したエクスポートフ

ァイルを選択して、［開く］をクリッ

クします。 

 

 

ファイルが表示されない場合は、ダイアログ

右下のドロップダウンで、該当するファイル形

式を選択して下さい。 

 

 

 

 

８，【達人→ＰＢシステム】データのインポート 

２ 〔受給者〕のインポート 
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(4)  「達人」でのファイル作成時に設定

したパスワードを入力し、[F2OK]を

クリックします。 

 

 

 

ファイルの拡張子が「.csv」の場合、パスワー

ドは不要です。 

(5)  「登録しました」に対し［OK］をク

リックします。 

エラー等があった場合は「処理結果」

欄に詳細情報が記載されます。 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

８，【達人→ＰＢシステム】データのインポート 

 
（従業員、受給者共通 ） 

達人 000001 坂田雅人 S55.10.15 氏名の文字列が不一致のためエラー。 

コードは一致しているので、存在しない従業員/受給者としての

新規登録もされない。 

（従業員の場合は生年月日が不一致の場合も同様） PBS 000001 坂田マサト S55.10.15 

達人 000009 中野まさみ S55.01.31 名称（ならびに生年月日）は一致しているがコードが不一致のた

め、PB システムに存在しない従業員/受給者と判定。 

よって、『存在しない…は新規登録する』にチェックがない場合は

エラー。 PBS 000099 中野まさみ S55.01.31 

  
 達人にマイナンバーが登録されていないがＰＢシステムには登録がある場合は、ＰＢシステムに登録されたマイナン 

バーは“空欄”にならず、現状のまま残ります。 

インポートエラーの発生ケース 
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